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 第 3章は、研究情報資源の Web上での相互接続性の向上を目的として、LOD技術を利用した情報資源
の構造と意味に基づく情報資源同士のリンキングを進めるための情報資源の構造分析とそれに基づくメ
タデータのスキーマ定義手法について述べている。国立国会図書館や米国議会図書館をはじめとして、
図書館における LOD化の潮流は顕著であり、また FAOも LOD化の取り組みを積極的に進めている。本研
究は、こうした環境において進められたものであり、図書館をベースとした研究情報の利用性を向上す
るために研究情報資源の LOD化のためのデータの組織化方法とスキーマを明確にした意義は大きいとい
える。本研究を批判的に見た場合、提案手法に関して基本的な機能評価は行われてはいるものの、それ
なりに多くの研究情報資源を利用した評価にまではいたっておらず、図書館が持つ研究情報資源の実際
的な LOD化を進めたとまでは言えない。しかしながら、本研究が示したモデルを基に、次のステップと
しての実際的な研究情報資源の LOD化をとらえることはでき、研究としての価値は十分なものであると
理解できる。 
 第 4章は、本論文のまとめとして、本論文で述べた研究から得た知見に関する考察と将来への展望を
示している。本章は、第 2章と第 3章で述べた本学位論文の核となる研究のみならず、著者の長年にわ
たる実務経験を踏まえ、ネットワーク化が進む情報環境において研究情報資源の利用性、アクセス性の
向上に向けた考察となっている。批判的な視点からは、核となる研究成果に対して研究開始時点と現在
との間での情報環境の違い等の観点からの考察が求められるように感じられる。その一方で、将来の展
望として、著者の経験に基づく考察がなされており、学位論文としては十分な内容を含んでいると理解
できる。 
 研究情報資源の利用性を向上することは、研究者へのサービスを主とする図書館や情報センターにお
ける基本的ニーズである。本論文は、著者が実務から得た知見を基にして研究課題を組み立て、実際的
なニーズに根ざした研究を進め、学位論文としてまとめたものである。こうしたことを総合し、本論文
は、博士学位論文として十分な内容を持つと判断できる。 
 
【最終試験結果】 
平成２８年９月１日、図書館情報メディア研究科学位論文審査委員会において、審査委員全員出席の
もと、本論文について著者に説明を求めた後、関連事項について質疑応答を行った。引き続き、「図書館
情報メディア研究科博士後期課程（課程博士）の学位論文審査に関する内規」第２３項第３号に基づく
最終試験を行い、審議の結果、審査委員全員一致で合格と判定された。 
 
【結論】 
よって、著者は博士（情報学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。 
 
 
